


 
 
 
 
 
 
 
 
 



Hint book for Retelling 
 

ではそもそもリテリングとはなんでしょうか？リテリングとは英文を読み、その得た情報を読んでいない他者にでもわかる

ように説明することを言います。この際に元の英文をそのまま使用することも問題はありません。ただそれだけでは相手

に伝えるのは難しいことがあります。ではどうするとリテリングを上手にすることができるのでしょうか？ 

 

１自分の知っている別の表現に言い換えてみる。 

これまでに皆さんは様々な英文法やフレーズを学んできました。言い換えができそうな表現は積極的に使っていきまし

ょう。もちろん、文法的な言い換えや熟語でなくとも単語だけ変えるなども大丈夫です。例えば「子ども」は英語で

child と表現することもできますが kids という表現もあります。得意なことを表現する際には can を使って言うことも

できますが、be good at も同じ意味を伝えることができます。 

 

２内容を要約してみよう。 

 相手に内容を伝えるとは言っても全ての内容を伝えなければならないというわけではありません。自分たちで特に必要

であると感じた部分を伝えましょう。その際にこれまでにやってきた summary writing の英文を参考にするとよいかも

しれません。 

 

３イラストを参考にしよう。 

  今回の発表ではデジタル教科書のピクチャーカードを見せながら話すことができます。 

それぞれのピクチャーカード毎に英文をまとめていくと考えやすくなるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４英語の発音や抑揚にも注意してみよう。 

 英文が完成したら次は練習です。大事なとこは強調して読んだりすることで相手に内容がより伝わりやすくなります。発

音や音読は１人だけでは中々上達することはできません。周りの友人たちと協力しながら練習してみてください。 

 

 

これらのことを意識してリテリングに挑戦してみよう！ 

 

 

 

 

 

 


